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献
血
は
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
お

り
、
本
市
で
は
、
民
間
の
笠
間
献
血
連
合
会
が
推
進
母
体

と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
水
戸
に
あ
る
献
血
ル
ー
ム
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
市
内
で
は
献
血
バ
ス
に
よ
り
、
笠
間
の
陶
炎
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
市
役
所
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
、
年
間
50

回
前
後
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
高
校
で
は
、
50
年

以
上
に
わ
た
り
継
続
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

献
血
の
対
象
年
齢
は
16
歳
～
69
歳
の
方
で
す
。
最
近
は

対
象
年
齢
の
人
口
減
少
も
あ
り
、
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

笠
間
献
血
連
合
会
の
総
会
に
お
い
て
も
セ
ン
タ
ー
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
減
少
傾
向
で
あ
り
、
新
た
な
協
力
関
係

事
業
所
な
ど
に
も
投
げ
か
け
、
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
笠
間
市
消
防
団
員
を
対
象
に
初
め
て
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

　

輸
血
に
使
用
す
る
血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
ず
、
長
期
保
存
も
難
し
く
、
安
定
的
な
確
保
が
必
要
と

の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
も
献
血
バ
ス
の
受
け
入
れ
先
（
１
日
あ
た
り
45

人
程
度
が
目
標
で
す
）
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
血
液
型
は
AB
型
の
Ｒ
Ｈ（
－
）で
す
。

献
血

県
内
初
!!

笠
間
市
外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設

　

外
国
人
材
の
雇
用
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者
の
支
援
窓
口
、

市
内
で
雇
用
・
居
住
す
る
外
国
人
の
生
活
の
困
り
ご
と
へ
の 

一
元
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
商
工
課
内
に
「
笠
間
市
外
国
人

材
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
雇
用
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
基
礎
的
な

知
識
か
ら
実
際
に
採
用
す
る
ま
で
の
準
備
・
手
続
き
が
学
べ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

窓
口
や
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　　市外国人材支援センター（商工課内：内線 512）　　市外国人材支援センター（商工課内：内線 512）
　　【受付】平日 午前８時30分～午後４時30分　　【受付】平日 午前８時30分～午後４時30分
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）

　

献
血
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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文 / 笠間市長　山口　伸樹

詳細や問い合わせ
フォームはこちら

広報かさま 2025 年７月号　市長コラム・今月のピックアップ
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［表紙］
　５月24日に行われた筑波海軍
航空隊慰霊の集いにて。隣接する
こども園の園児たちも出席し、献
花台に花を手向けました。

［題字］

関
せき

　紫
し

芳
ほう

さん（書作家／大古山在住）

窓口休日開庁サービス窓口休日開庁サービス

SNSSNS

８月の休日救急診療当番８月の休日救急診療当番（午前9時～午後5時）（午前9時～午後5時）

日曜日：市役所本所　午前8時30分～正午　市民課（住民異動届、パスポート申請等の一部業務は除く）、収税課（月末のみ）
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。
※マイナンバーカードの交付等については予約制です。

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間午後７時～９時（土曜日・祝日・年末年始を除く）は笠間市立病院
で初期救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の上、受診してください。
※急な病気やケガで救急車を呼ぶか迷ったときは、以下をご利用ください。受

診可能な医療機関もご案内します。24 時間 365 日対応です。

４ 特集 　戦後 80 年「記憶をつなぐ」

8 まちおこしのスパイス

9 からだと向き合う

10 情報しっとく日和

16 Sustaina KASAMA

17 スポーツシティかさま

18 図書館

19 Face to Face

20 コンデキ
こんな出来事ありました

22 HOT PEOPLE
注目の笠間人を紹介します

23 合併20周年記念銅像設置
筑波山地域ジオブランド
認定商品募集

24 全国こども陶芸展inかさま

石本病院　　  TEL.0296-72-4051

立川記念病院  TEL.0296-77-7211

８月11日（月・祝）
　（山の日）

８月16日（土）
　（お盆）

3 目次・お知らせ　広報かさま 2025 年７月号

https://www.city.kasama.lg.jp/page/page002145.html
https://www.facebook.com/kasama.city/
https://twitter.com/ibaraki_kasama
https://www.instagram.com/kasama_city/
https://line.me/R/ti/p/%40538mnyll
https://www.threads.net/@kasama_city


　
昭
和
６
年
（
1
9
3
1
）
の
満
州
事
変
か
ら

約
15
年
間
続
い
た
戦
争
で
、
住
民
の
生
活
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　「
食
糧
の
絶
対
確
保
が
必
勝
の
鍵
」
と
し
て
、

政
府
か
ら
米
を
差
し
出
す
こ
と
を
強
く
求
め
ら

れ
、
農
村
か
ら
も
出
兵
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
労

働
力
不
足
で
、
ま
ち
は
食
糧
難
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
々
は
、
ド
ン
グ
リ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

代
用
品
の
確
保
に
努
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
戦

況
が
悪
化
す
る
と
、「
少
し
で
も
国
民
み
ん
な
で

お
金
を
出
し
て
武
器
に
充
て
よ
う
」
と
い
う
働
き

か
け
か
ら
、
住
民
の
生
活
は
さ
ら
に
切
り
詰
め
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
農
村
部
で
は
、
昭
和
４
年
の
世

界
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
頃
は
飢
え
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
に
な
る
と
、
大
都

市
の
空
襲
が
次
第
に
激
し
く
な
り
、
何
万
人
も
の

子
ど
も
た
ち
が
避
難
の
た
め
、
地
方
へ
疎
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
２
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
グ
ラ

マ
ン
の
襲
撃
が
あ
り
、
笠
間
市
内
も
機
銃
掃
射
の

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
当
時
の
笠
間
駅
周
辺
を
回

想
し
た
記
録
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
２
月
25
日
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
日
で
し
た
。

朝
警
戒
警
報
が
鳴
っ
て
、
す
ぐ
に
空
襲
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
、
や
が
て
艦
載
機
の
グ
ラ
マ
ン
が
３
・

４
機
や
っ
て
き
ま
し
た
。
爆
音
を
た
て
て
、
北
の

方
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と
思
う
と
方
向
転
換
し
て
、

後
ろ
の
方
か
ら
飛
ん
で
き
て
火
花
を
散
ら
し
て

『
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ァ
』
と
、
機
銃
掃
射
を
し
て

飛
び
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
駅
前
通
り
の
家
で

は
、
機
銃
掃
射
さ
れ
、
屋
根
に
穴
が
あ
い
た
り
、

き
な
く
さ
い
臭
い
が
今
も
し
て
い
る
と
騒
い
で
い

ま
し
た
。
悲
し
さ
と
悔
し
さ
で
ガ
タ
ガ
タ
震
え
が

き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。」（
引
用
『
笠
間
市

史 

下
巻
』
P
4
1
7 

ー
4
1
8
）

　
そ
し
て
、
昭
和
20
年
８
月
15
日
、
終
戦
を
迎

え
た
も
の
の
、
住
民
の
落
胆
と
不
安
は
と
て
も
大

き
い
も
の
で
し
た
。

　
昭
和
９
年
（
1
9
3
4
）、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
友

部
分
遺
隊
が
旧
友
部
町
に
開
設
さ
れ
、
練
習
機

に
よ
る
操
縦
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
４
年
後

に
は
「
筑
波
海
軍
航
空
隊
」
と
し
て
独
立
。
下

宿
先
と
し
て
海
軍
兵
を
預
か
る
家
庭
も
多
く
、

住
民
に
と
っ
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
は
身
近
な
存

在
で
し
た
。

　
昭
和
16
年
（
1
9
4
1
）、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾

攻
撃
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
に
よ

り
、
戦
争
は
激
化
。
多
く
の
海
軍
飛
行
予
科
練

習
生
出
身
の
隊
員
が
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊

し
、「
鬼
の
筑
波
」
と
恐
れ
ら
れ
た
猛
特
訓
に
励

み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
19
年
か

ら
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）
が
配
備
さ
れ
、

実
戦
部
隊
と
し
て
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
２
月
、
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン

に
よ
る
襲
撃
を
、
筑
波
海
軍
航
空
隊
か
ら
零
戦
・

紫
電
が
迎
撃
し
、
空
中
戦
が
展
開
さ
れ
、
23
名

が
戦
死
し
ま
し
た
。

昭和 16 年（1941）12 月の真珠湾攻撃をきっかけに
日本は太平洋戦争に突入し、多くの命が失われました。

今年は終戦から 80 年の節目。
長い月日が経ち、戦争を実体験として知る方が少なくなるなか、

当時の記憶を共有・継承していくことが改めて重要視されています。

記憶や記録を振り返り、当時を生きた方たちと自身を重ねる。
戦争の悲惨さと平和の尊さを考え、平和への誓いを持つ。

後世が平和であるよう、惨禍の記憶と教訓をこれからにつなぐ特集です。

　戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に語り継ぎ、戦没者とそ
の御遺族に追悼の意を表すとともに、恒久の平和を祈念する
ため、「戦没者追悼式」と「筑波海軍航空隊慰霊の集い」
を市内で行っています。5 月 24 日に行われた「筑波海軍航
空隊慰霊の集い」では、航空隊員の遺族や地元関係者、隣
接するこども園の園児たちが、戦争で亡くなった隊員を偲びな
がら献花台に花を手向けました。

戦
争
と
笠
間

戦
争
と
笠
間

筑
波
海
軍
航
空
隊

筑
波
海
軍
航
空
隊

筑波海軍航空隊慰霊の集い

教官と練習生

筑波海軍航空隊の基地の様子

「記憶をつなぐ」
80年戦

後

- 特 集 -

若くして
散った尊い

15年戦争※の戦没者
旧笠間市　961 人
旧友部町　427人
旧岩間町　325人
※満州事変から太平洋戦争終結までの期間

命
平和への思いを寄せる

〔
参
考
文
献
〕

『
友
部
町
史
』（
1
9
9
0
）、『
笠
間
市
史
』（
1
9
9
8
）

『
岩
間
町
史
』（
2
0
0
2
）、

『
新
笠
間
市
の
歴
史
』（
2
0
1
1
）
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昭
和
６
年
（
1
9
3
1
）
の
満
州
事
変
か
ら

約
15
年
間
続
い
た
戦
争
で
、
住
民
の
生
活
は
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　「
食
糧
の
絶
対
確
保
が
必
勝
の
鍵
」
と
し
て
、

政
府
か
ら
米
を
差
し
出
す
こ
と
を
強
く
求
め
ら

れ
、
農
村
か
ら
も
出
兵
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
労

働
力
不
足
で
、
ま
ち
は
食
糧
難
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
々
は
、
ド
ン
グ
リ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど

代
用
品
の
確
保
に
努
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
戦

況
が
悪
化
す
る
と
、「
少
し
で
も
国
民
み
ん
な
で

お
金
を
出
し
て
武
器
に
充
て
よ
う
」
と
い
う
働
き

か
け
か
ら
、
住
民
の
生
活
は
さ
ら
に
切
り
詰
め
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
農
村
部
で
は
、
昭
和
４
年
の
世

界
恐
慌
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
頃
は
飢
え
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
19
年
（
1
9
4
4
）
に
な
る
と
、
大
都

市
の
空
襲
が
次
第
に
激
し
く
な
り
、
何
万
人
も
の

子
ど
も
た
ち
が
避
難
の
た
め
、
地
方
へ
疎
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
２
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
グ
ラ

マ
ン
の
襲
撃
が
あ
り
、
笠
間
市
内
も
機
銃
掃
射
の

被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
当
時
の
笠
間
駅
周
辺
を
回

想
し
た
記
録
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
２
月
25
日
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
日
で
し
た
。

朝
警
戒
警
報
が
鳴
っ
て
、
す
ぐ
に
空
襲
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
、
や
が
て
艦
載
機
の
グ
ラ
マ
ン
が
３
・

４
機
や
っ
て
き
ま
し
た
。
爆
音
を
た
て
て
、
北
の

方
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と
思
う
と
方
向
転
換
し
て
、

後
ろ
の
方
か
ら
飛
ん
で
き
て
火
花
を
散
ら
し
て

『
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ァ
』
と
、
機
銃
掃
射
を
し
て

飛
び
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
駅
前
通
り
の
家
で

は
、
機
銃
掃
射
さ
れ
、
屋
根
に
穴
が
あ
い
た
り
、

き
な
く
さ
い
臭
い
が
今
も
し
て
い
る
と
騒
い
で
い

ま
し
た
。
悲
し
さ
と
悔
し
さ
で
ガ
タ
ガ
タ
震
え
が

き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。」（
引
用
『
笠
間
市

史 

下
巻
』
P
4
1
7 

ー
4
1
8
）

　
そ
し
て
、
昭
和
20
年
８
月
15
日
、
終
戦
を
迎

え
た
も
の
の
、
住
民
の
落
胆
と
不
安
は
と
て
も
大

き
い
も
の
で
し
た
。

　
昭
和
９
年
（
1
9
3
4
）、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
友

部
分
遺
隊
が
旧
友
部
町
に
開
設
さ
れ
、
練
習
機

に
よ
る
操
縦
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
４
年
後

に
は
「
筑
波
海
軍
航
空
隊
」
と
し
て
独
立
。
下

宿
先
と
し
て
海
軍
兵
を
預
か
る
家
庭
も
多
く
、

住
民
に
と
っ
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
は
身
近
な
存

在
で
し
た
。

　
昭
和
16
年
（
1
9
4
1
）、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾

攻
撃
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
に
よ

り
、
戦
争
は
激
化
。
多
く
の
海
軍
飛
行
予
科
練

習
生
出
身
の
隊
員
が
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊

し
、「
鬼
の
筑
波
」
と
恐
れ
ら
れ
た
猛
特
訓
に
励

み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
19
年
か

ら
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）
が
配
備
さ
れ
、

実
戦
部
隊
と
し
て
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
２
月
、
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン

に
よ
る
襲
撃
を
、
筑
波
海
軍
航
空
隊
か
ら
零
戦
・

紫
電
が
迎
撃
し
、
空
中
戦
が
展
開
さ
れ
、
23
名

が
戦
死
し
ま
し
た
。

昭和 16 年（1941）12 月の真珠湾攻撃をきっかけに
日本は太平洋戦争に突入し、多くの命が失われました。

今年は終戦から 80 年の節目。
長い月日が経ち、戦争を実体験として知る方が少なくなるなか、

当時の記憶を共有・継承していくことが改めて重要視されています。

記憶や記録を振り返り、当時を生きた方たちと自身を重ねる。
戦争の悲惨さと平和の尊さを考え、平和への誓いを持つ。

後世が平和であるよう、惨禍の記憶と教訓をこれからにつなぐ特集です。

　戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に語り継ぎ、戦没者とそ
の御遺族に追悼の意を表すとともに、恒久の平和を祈念する
ため、「戦没者追悼式」と「筑波海軍航空隊慰霊の集い」
を市内で行っています。5 月 24 日に行われた「筑波海軍航
空隊慰霊の集い」では、航空隊員の遺族や地元関係者、隣
接するこども園の園児たちが、戦争で亡くなった隊員を偲びな
がら献花台に花を手向けました。

戦
争
と
笠
間

戦
争
と
笠
間

筑
波
海
軍
航
空
隊

筑
波
海
軍
航
空
隊

筑波海軍航空隊慰霊の集い

教官と練習生

筑波海軍航空隊の基地の様子

「記憶をつなぐ」
80年戦

後

- 特 集 -

若くして
散った尊い

15年戦争※の戦没者
旧笠間市　961 人
旧友部町　427人
旧岩間町　325人
※満州事変から太平洋戦争終結までの期間

命
平和への思いを寄せる

〔
参
考
文
献
〕

『
友
部
町
史
』（
1
9
9
0
）、『
笠
間
市
史
』（
1
9
9
8
）

『
岩
間
町
史
』（
2
0
0
2
）、

『
新
笠
間
市
の
歴
史
』（
2
0
1
1
）
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皆
さ
ん
が
生
き
る
う
え
で
、
一
番
大
切
な
も
の

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
そ
れ
は
命
で
す
。
そ
の
大
切
な
命
を
奪
う
戦
争

を
、
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
昭
和
９
年
に
霞
ヶ
浦
航
空
隊
友
部
分
遺
隊
が

旧
友
部
町
に
開
設
さ
れ
て
か
ら
終
戦
と
な
る
昭
和

20
年
ま
で
、
た
っ
た
11
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
悲

し
い
で
き
ご
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
で
は
、
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
に
長
け

た
優
秀
な
人
た
ち
が
神
風
特
別
攻
撃
隊
（
特
攻

隊
）
に
招
集
さ
れ
、
73
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

特
攻
隊
の
な
か
に
は
、
将
来
を
約
束
し
た
婚
約

者
が
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
特
攻
隊
に
招
集
が
か

か
っ
た
こ
と
で
両
親
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
な
か

で
も
、
二
人
が
強
く
結
婚
を
望
み
説
得
。
出
撃

前
に
了
承
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２

人
が
生
前
に
夫
婦
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
遺
影
と
と
も
に
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
婚

大
切
な
も
の
は
命

大
切
な
も
の
は
命

平
和
と
命
の
大
切
さ
を
つ
な
ぐ

平
和
と
命
の
大
切
さ
を
つ
な
ぐ

約
者
が
遺
影
を
抱
え
て
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真

が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
出
撃
さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
送
り
出
し
た
家

族
や
友
人
も
、
苦
し
く
、
悲
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。

　
世
界
で
は
、
各
地
で
戦
争
が
ま
だ
続
い
て
い
ま

す
。
戦
争
は
損
し
か
残
り
ま
せ
ん
。

　
特
攻
隊
は
、
人
権
の
な
い
、
命
を
投
げ
出
す
作

戦
で
し
た
。
筑
波
海
軍
航
空
隊
は
、
特
攻
隊
の

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
攻
隊
や
戦

争
の
貴
重
な
記
録
や
史
跡
が
残
っ
て
い
る
の
が

「
筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
」
で
す
。
戦
争
の
歴

史
を
知
る
人
が
少
な
く
な
る
な
か
、
記
録
を
目
に

し
て
、
知
っ
て
、
ぜ
ひ
広
め
て
く
だ
さ
い
。

　
私
も
歴
史
を
話
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
平
和

や
命
の
大
切
さ
を
後
世
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　戦後 80 年の節目を迎え、戦争の悲惨さや平和の
尊さ、命の大切さを子どもたちに学んでもらおうと、
「終戦 80 年戦争と平和の語り部講話」を 6 月 6 日、
友部第二小学校で開催しました。
　「筑波海軍航空隊」の語り部として、南さんが平
和の尊さを語った内容をお届けします。

「歴史から今の生活との違いを感じました。
家族や友だちとの今の生活が幸せだと思えた」

「戦闘機をかっこいいと思っていたけど、その
戦闘機が人を傷つける使い方をされたと考え
ると悲しい」

「授業でも学んでいたけど、もっと詳しく知る
ことができました」

記
憶
を
つ
な
ぐ
ヒ
ト

南  
秀
利
さ
ん

南  
秀
利
さ
ん

み
な
み

み
な
み

ひ
で
と
し

ひ
で
と
し

元
笠
間
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
な
ど
を
努
め
、

現
在
は
笠
間
市
史
研
究
員
と
し
て
、
市
の
歴
史
に

か
か
わ
る
研
究
や
継
承
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

元
笠
間
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
な
ど
を
努
め
、

現
在
は
笠
間
市
史
研
究
員
と
し
て
、
市
の
歴
史
に

か
か
わ
る
研
究
や
継
承
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
な
ど
が
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た
資
料
な
ど
を
も
と
に
し
た

資
料
展
・
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

市
民
の
方
な
ど
が
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た
資
料
な
ど
を
も
と
に
し
た

資
料
展
・
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

子どもたちの感想

展
示
で
学
ぶ

資料展 戦後80年 ～つなぐ想い～
　８月９日（土）に行う戦没者追悼式にあわせ、戦時中の史料などを展示します。市民の方からお預か
りした戦争に関連する写真・手紙・日記・軍服や兵士の装備品などの史料や遺品を、エピソードとと
もに展示します。

　書籍『筑波海軍航空隊戦闘機隊 蒼空
へゆき去りし群像』の発刊を記念して、筑
波海軍航空隊の “戦闘機隊” および使用
された戦闘機に注目した展示を行います。

会 期

会 場
8月5日（火）～15日（金）
笠間公民館 1 階 展示室（笠間市石井 2068-1）

午前 9 時～午後 5 時（最終入場 午後 4 時）

社会福祉課（内線 157）

生涯学習課（内線 381）　社会福祉課（内線 157）

場 所 筑波海軍航空隊記念館
新展示館 1 階 企画展示室

（笠間市旭町 654）

会 期 8月31日（日）まで
午前 9 時～午後 5 時

（最終入場 午後 4 時）
※毎週火曜日は休館

筑波海軍航空隊記念館
TEL. 0296-73-5777 

筑波海軍航空隊戦闘機隊
蒼空へゆき去りし群像

筑波海軍航空隊記念館
企画展
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フェイスブックもご覧くださいフェイスブックもご覧ください

問問    企業誘致・移住推進課（内線592）企業誘致・移住推進課（内線592）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

NPOが運営するゲストハウス
「門前House」

笠間観光協会ビル内３階
https://monzen-house.com

佐
さ

久
く

間
ま

 理
り

香
か

 隊員　60歳
東京都江戸川区より移住

門前House

＼私もお手伝いしています／

　

春
は
笠
間
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
「
笠
間
つ

つ
じ
ま
つ
り
」
や
「
笠
間
の
陶
炎
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
陶
炎
祭
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
た
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
家
族
連

れ
や
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
も「
門
前
ハ
ウ
ス
」

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
近
、屋
上
の
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
に
パ
ラ
ソ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
際
の
日
よ
け
に
も
な
り
ま

す
。
ゴ
ル
フ
の
お
客
さ
ん
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で

笠
間
近
隣
の
観
光
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
お
問

い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
」
で
は

国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
日
帰
り
民
家
体
験
は
、
昨
年
度
よ
り

２
校
増
え
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
初
め
て
韓
国
か

ら
の
申
し
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
継

続
で
き
る
よ
う
民
家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
笠
間
の

民
家
体
験
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
受
け
入
れ
実
績
お
よ

び
予
定（
２
０
２
５
年
５
月
～
11
月
）

・
５
月　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
２
校
70
名

・
６
月　

日
韓
文
化
交
流
教
育
現
場
視
察
ツ
ア
ー　

35
名
、
ア
メ
リ
カ
大
学
生
日
本
文
化
体
験
ツ

ア
ー
５
名
、
つ
く
ば
市
中
学
生
日
帰
り
民
家
体

験
１
校
１
１
５
名

・
７
月　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
１
校
20
名
、

　

香
港
親
子
ツ
ア
ー
20
名

・
９
月　

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
18
名
、

　

台
湾
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
１
校
39
名
、
千
葉

県
浦
安
市
日
帰
り
民
家
体
験
２
校
２
２
３
名

・
10
月　

千
葉
県
浦
安
市
日
帰
り
民
家
体
験
２
校

１
６
５
名

・
11
月　

笠
間
市
内
小
学
生
日
帰
り
民
家
体
験
１
校

　

現
在
、
笠
間
ふ
れ
あ
い
体
験
旅
行
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
民
家
さ
ん
を
募
集
中
で
す
。
広
報
か
さ

ま
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
、「
み
ん
ぱ
く
な
か
ま
」
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

関
心
の
あ
る
方
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笠
間
の
魅
力

発
信
隊
」
ま
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「
み
ん
ぱ
く
な
か
ま
」か
ら
の
声

　
「
都
心
部
の
中
学
生
や
海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
学
生
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
刺
激
の
あ
る
楽
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
つ
つ
じ
ま
つ
り
期
間
中
、「
笠
間
ふ
る

さ
と
案
内
人
の
会
」
と
し
て
観
光
案
内
（
笠
間
稲

荷
神
社
や
稲
荷
駐
車
場
内
）
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
笠
間
市
合
併
20
周
年
記
念
と
し

て
行
わ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、
お
囃
子
・

太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
笠
間
稲
荷
神
社
で
は
、
樹
齢
４
０
０
年
の
八

重
の
藤
も
満
開
を
む
か
え
、
つ
つ
じ
と
あ
わ
せ
て

案
内
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、笠
間
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
定
例
会
で
は
、

歴
史
研
究
家
の
南 

秀
利
先
生
か
ら
笠
間
城
築
城
・

笠
間
の
天
狗
党
争
乱
な
ど
、
笠
間
に
関
す
る
歴
史

講
座
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
笠
間
の
歴
史
に

触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
笠
間
の
歴
史
や
観
光
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

笠間ふるさと案内人の会の皆さん

屋外でみんぱくなかま交流会

笠間稲荷神社　樹齢 400年の八重の藤

教育旅行と民泊のコーディネーター
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かさま健活スタイル

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

７月の強化項目

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

代謝アップ！
「ラジオ体操」

１日１回のラジオ体操で、日常生活では動かす
ことのない全身筋肉と関節を動かして代謝を上
げましょう。

熱中症対策を食事から

　暑さが厳しくなり、室内で過ごしていても熱中症になる危険が高
まる季節です。
　熱中症予防のために食事で意識すべきことは、「適切な水分補給」
と「栄養バランス」です。
　水分補給の１日の目安量は、成人の場合、食事から約１リットル、
飲み物として１リットル程度、それ以外に発汗量に合わせて不足分
を補った量です。
　バランスのよい食事を１日３食食べることで、おおよそ１リット
ルの水分が食事から補えます。食事の回数が減ると水分が不足にな
りがちになるため、欠食をしないようにしましょう。
　また、季節の野菜・果物など、水分の多い食べ物を活用することも大切です。
　適切な水分補給、バランスのよい食事、適度な運動、十分な睡眠をとり、熱中症になりにくいからだをつくりましょう。

＜水分補給＞
・水分補給は熱中症予防において最も重要です。水や麦茶をこまめに飲むようにしましょう。
・水分の多い食べ物、スイカやキュウリ、トマトなどの季節の果物や野菜を食べましょう。

＜栄養バランス＞
　１食の基本となる料理の組み合わせは「主食・主菜・副菜」です。毎食そろえることで、無理なく多種類の栄養素
がとれ、栄養バランスが整います（エネルギーや栄養素量は、食材や量、調理方法によって大きく変わります）。

問問    健康医療政策課　TEL.0296-77-9145健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

9

野菜やきのこ、海藻を使った料理。
ビタミンやミネラル、食物繊維など
を多く含みます。毎食１～２皿食べ
ましょう。

ごはん・パン・麺類などで、炭水化
物を多く含み、エネルギー源となり
ます。主菜や副菜と組み合わせて 
適量（１回１膳）食べましょう。

魚・肉・卵・大豆製品を使った、
おかずの中心となる料理です。
たんぱく質や脂質を多く含みま
す。毎食１品はそろえて食べま
しょう。

汁物・牛乳・乳製品・果物は、
それぞれ１日１回くらいの目安
で食べることをおすすめします。

主菜

その他

副菜

主食

からだと向き合う　広報かさま 2025 年７月号



子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

知って得する暮らしの情報を紹介します。
気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

７７月の納税等月の納税等

納期限：７月31日（木）納期限：７月31日（木）
●固定資産税（２期）●固定資産税（２期）
●国民健康保険税（１期）●国民健康保険税（１期）
●後期高齢者医療保険料（１期）●後期高齢者医療保険料（１期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
　お願いします。
※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

・・   環境政策課（内線 126）  環境政策課（内線 126）

  【事務局】水戸市 政策企画課（水戸市中央 1-4-1）　【事務局】水戸市 政策企画課（水戸市中央 1-4-1）　
　　　　　　　TEL.029-232-9106　　　　　　　TEL.029-232-9106
　　【窓　口】笠間市 企画政策課（内線 555）　　【窓　口】笠間市 企画政策課（内線 555）
　※施設の利用方法・料金などは、各施設にお問い合わせ
　　ください。

公の施設の広域利用促進スタンプ
ラリーにご参加ください！

犬および猫の不妊去勢手術費
の一部を補助します

　市では、犬猫の無秩序な繁殖を抑制する不妊去勢手術を
推進するため、飼い犬・飼い猫の不妊去勢手術費用の一部
を補助しています。希望する場合は、必ず手術前に環境政
策課窓口で申請してください（猫の場合は写真を持参）。
　飼い主として適正な飼養に努めていただき、繁殖を望ま
ない犬猫への不妊去勢手術の実施は飼い主の責務としてご
理解をお願いします。
１）補助額
　・犬の不妊去勢手術費：１頭あたり 2,000 円
　・オス猫の去勢手術費：１匹あたり 3,000 円
　・メス猫の不妊手術費：１匹あたり 4,000 円
２）対　象
　・市内に居住し住民登録している方が飼養する犬猫
　・狂犬病予防法に基づく登録・予防注射を受けている犬
　・飼い主が明確で、名札などを装着している猫
　・市内の動物病院で当該年度内に手術を実施する犬猫
　・当該年度１世帯あたり犬猫の合計５頭以内
※市税を滞納している方と営利目的に飼養している方は
対象外。

　いばらき県央地域連携中枢都市圏（水戸市、笠間市、ひ
たちなか市、那珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町、
東海村。以下「県央地域」）の連携事業として、公の施設

（体育施設、図書館、レクリエーション施設、会館・ホール、
展示・見学施設など）を広く利用していただくためのスタ
ンプラリーを実施します。
　県央地域に住む皆さんは、各市町村の施設を同じ条件で
利用できます。ぜひこの機会に、他市町村の施設もあわせ
てご利用ください。
対　　象：対　　象：県央地域に住む方
期　　間：期　　間：７月１日～令和８年１月 31 日
　　　　　（応募は１人１回まで）
応募方法応募方法：応募用紙に、異なる４つの市町村のスタンプを押印

し、施設に提出するか、事務局へ郵送してください。
応募締切：応募締切：令和８年２月５日必着令和８年２月５日必着
賞　　品：賞　　品：９市町村の特産品の中から一つ、９名に抽選で

当たります。

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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4545年年
暑い季節になりましたね！
障子を張り替えて
冷房効率アップ！
障子張り替え

10％OFF
8月末まで

  健康医療政策課　　　　  健康医療政策課　　　　　　TEL.0296-77-9145TEL.0296-77-9145
　　　　茨城県赤十字血液センター　茨城県赤十字血液センター　TEL.029-246-5566TEL.029-246-5566

  令和 7 年度　分団長の皆さんを紹介します令和 7 年度　分団長の皆さんを紹介します
　笠間市消防団は 32 の分団と女性消防団で活動しています。４月１日、14 名が新たに分団長に就任しました。笠間市民の「安
心・安全」のため、新体制で臨みます。

分団名 氏　名 詰所の位置
第 1 分団 松

まつえ

江　　孟
はじめ 来　栖

第 2 分団 小
こにし

西　祐
ゆうき

希 石　井

第 3 分団 富
とみた

田　英
ひでお

夫 南吉原

第 4 分団 富
とみた

田　　悟
さとる 本　戸

第 5 分団 入
いりえ

江　光
ひろし

史 福　原

第 6 分団 篠
し の だ

田　雅
まさや

也 稲　田

第 7 分団 竹
た け え

江　茂
しげかず

和 大郷戸

第 8 分団 高
たかまつ

松　秀
ひでよし

佳 寺　崎

第 9 分団 植
うえき

木市
いちたろう

太郎 飯　田

第 10 分団 富
とみた

田　一
かずい

位 大　橋

第 11 分団 大
おおたか

高　　茂
しげる 笠　間

分団名 氏　名 詰所の位置
第 12 分団 野

のじま

島　恒
つねあき

章 笠　間

第 13 分団 近
こんどう

藤　敬
ひろゆき

之 笠　間

第 14 分団 阿
あべ

部　大
だいすけ

輔 平　町

第 15 分団 富
とみた

田　和
かずや

也 大田町

第 16 分団 塙
はなわ

　　貴
たかゆき

行 小　原

第 17 分団 橋
はしもと

本　大
だいすけ

輔 南友部

第 18 分団 郡
ぐんじ

司　正
まさし

之 東平二丁目

第 20 分団 丸
まるた

田　　明
あきら 平　町

第 21 分団 宮
みやぎ

城　正
まさお

夫 鯉　淵

第 22 分団 柴
しばぬま

沼　徳
のりあき

彰 随分附

第 23 分団 山
やまもと

本　裕
ひろみ

巳 旭　町

分団名 氏　名 詰所の位置
第 24 分団 小

こざわ

澤　元
げんき

生 湯　崎

第 25 分団 赤
あかつ

津　武
たけし

史 仁古田

第 26 分団 塙
はなわ

　　　尊
たかし 安　居

第 27 分団 飯
いいだ

田　大
だいすけ

輔 押　辺

第 28 分団 佐
ささき

々木達
たつや

也 市野谷

第 29 分団 根
ねもと

本　大
だいすけ

資 下　郷

第 30 分団 館
たち

　　典
のりゆき

之 下　郷

第 31 分団 小
こまつざき

松崎　修
おさむ 下　郷

第 32 分団 長
はせがわ

谷川裕
ゆういち

一 泉

第 33 分団 南
なじわら

指原伯
たかゆき

之 上　郷

女性消防団 磯
いそ

　　智
ともみ

美

４月１日現在

※ 19 分団は統合により欠番
※着色部分は新任分団長    消防総務課　TEL.0296-73-0119消防総務課　TEL.0296-73-0119

  7 月は「愛の血液助け合い運動」月間です7 月は「愛の血液助け合い運動」月間です
　少子化により献血可能な人口が減少している中、特に 10 代～ 30 代の献血者が減少しています。
　皆さんのご協力をお願いします。

※献血 Web 会員サービス「ラブラッド」、または「ラブラッドアプリ」
から、事前予約・当日予約（予約希望時間の3時間前まで）ができます。

※献血にご協力いただいた皆さんには、笠間献血連合会から記念品が
配布されます。ぜひお越しください。

　現在、献血バスの受け入れ場所を確保することが困難
な状況です。献血バスでの献血実施にご協力・ご検討い
ただける場合は、ぜひ茨城県赤十字血液センターまでご
連絡ください。

７月の献血バス運行スケジュール 献血ができる方（全血採血 400mL）

献血バス受け入れにご協力いただける企業・
団体を募集しています

年齢　男性：17 歳～ 64 歳　　女性：18 歳～ 64 歳
　　　※ 60 ～ 64 歳の間に献血を行われた方は、年齢
　　　　上限が 69 歳まで延長されます。
体重　男女ともに 50kg 以上
その他、献血ができる方の詳細は「茨城県赤十字血液
センター」ホームページでご確認ください。

茨城県赤十字血液センター

日　時 会　場

７月 21日（月）
午前10時～正午／午後１時15分～４時

笠間ショッピングセンター
ポレポレシティ
（笠間市赤坂 8）

７月 28日（月）
午前９時30分～11時45分／午後１時～４時

笠間市役所
（笠間市中央 3-2-1）

７月 30日（水）
午前９時～10時15分

ヨークベニマル友部東平店
（笠間市東平 3-1-45）
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創業100年

茨城県石岡市石岡 13462-22

  障がい者（児）に対する各種手当障がい者（児）に対する各種手当
　地域で自立した生活をしていくために、障害者手帳をお持ちの方とその家族に対して、手帳の種類や等級などに
応じた手当が支給される場合があります（手帳を所持していなくとも該当する場合もあります）。
　現在手当を受給していない方で、該当すると思われる方は、社会福祉課または支所保険福祉課にご相談ください。

心身障害者
扶養共済制度

難病患者等
支援金

在宅心身障害児
福祉手当 特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童

扶養手当

対
象
者
（
児
）

身体、知的または精
神に障がいを有する
方を養育している 65
歳未満の保護者の方

次のいずれかを持つ
方

･ 指定難病特定医療
費受給者証

･ 小児慢性特定疾病
医療受給者証

･ 一般特定疾患医療
受給者証

･ 先天性血液凝固因
子障害等医療受給
者証

●次のいずれかの手帳
を持つ 20 歳未満の
児童（障害児福祉手
当を受給している場
合は除く）の保護者

･ 身体障害者手帳
　（１級～３級）
･ 療育手帳
　（○ A ～ B）
･ 精神障害者保健
　福祉手帳
　（１級）

●特別児童扶養手当
を受給している方

著しい重度の障がい
を有するために、日
常生活で常時特別な
介護を必要とする状
態にある在宅の 20
歳以上の方

受給者は、毎年８月
12 日 ～ ９ 月 11 日
の間に、現況と前年
の所得を届け出る必
要があります。

著しい重度の障がい
を有するために、日
常生活において常時
特別の介護を必要と
する状態にある在宅
の 20 歳未満の方

受給者は、毎年８月
12 日 ～ ９ 月 11 日
の間に、現況と前年
の所得を届け出る必
要があります。

身体、知的または精
神に中度以上の障が
いを有する 20 歳未
満の児童を監護する
父母、または父母に
代わってその児童を
養育している方

受給者は、毎年８月
12 日 ～ ９ 月 11 日
の間に、現況と前年
の所得を届け出る必
要があります。

手
当
額
・
支
給
方
法

●保護者が掛金を継続
して納入し、万一の
ことがあった場合
に、１口あたり月額
20,000 円の年金が
支給されます。

●掛金は、加入時期に
応 じ て １ 口 あ た り
9,300 円から 23,300
円になります。

● 月 額 2,000 円、
3,000 円 ま た は
4,000 円

　（受給者証の種類
や所得階層区分に
より支給金額が変
わります）

●年２回（９･ ３月）

●（１級）
　　月額 3,000 円
　（２級）
　　月額 1,500 円

●年２回（９･ ３月）

●月額 29,590 円
●年４回
　（５･ ８･11･ ２月）

●月額 16,100 円
●年４回
　（５･ ８･11･ ２月）

●（１級）
　　月額 56,800 円
　（２級）
　　月額 37,830 円
●年３回
　（４･ ８･11 月）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●加入等申込書
●住民票
●申込者告知書
●障害証明書
●印鑑
●障害者手帳
※別途必要となる書

類があります。

●上記いずれかの
受給者証の写し

●振込先の通帳
　（本人名義）

●障害者手帳等の
該当する要件を
証明するもの

●振込先の通帳
　（本人名義）

●障害者手帳
●所定の診断書
●振込先の通帳
　（本人名義）
●個人番号のわか

るもの

●障害者手帳
●所定の診断書
●振込先の通帳
　（本人名義）
●個人番号のわか

るもの

●障害者手帳
●所定の診断書
●戸籍謄本
●振込先の通帳
●個人番号のわか

るもの

  社会福祉課（内線 155）笠間支所保険福祉課（内線 72134）岩間支所保険福祉課（内線 73173）  社会福祉課（内線 155）笠間支所保険福祉課（内線 72134）岩間支所保険福祉課（内線 73173）

特設無料人権相談特設無料人権相談

 ８月 21日（木）午前 10 時～午後３時
問  笠間公民館（笠間市石井 2068-1）

 水戸地方法務局
　 （TEL.029-227-9919）

行政相談行政相談

 ８月 21 日（木）午後１時～３時
問  笠間公民館（笠間市石井 2068-1）

 秘書課（内線 228）

行政書士無料相談会行政書士無料相談会

 ８月 20 日（水）午後１時～４時
問  市役所本所（笠間市中央 3-2-1）

 茨城県行政書士会
　 （TEL.029-305-3731）
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住宅リフォーム
エキスパート登録店
住宅リフォーム
エキスパート登録店

☎0296－78－2281
本社　モデルハウス　笠間市旭町471－２

安心と信頼の増改築専門店
日本住宅リフォーム産業協会会員 1396 号

リフォーム常陽リフォーム常陽
◆安心一貫システム

関　　勇太

　経済的な理由により、保険料を納めることができない場合は、本人からの申請により、保険料が「免除」または
「納付猶予」される制度があります。

◎障害年金を受けている方や生活保護法による生活扶助
を受けている方は「法定免除」となります。

◎国民年金第１号被保険者の期間を対象とした産前産後
期間の保険料については、所得に関係なく、一定期間
保険料が免除される「産前産後免除」があります。

◎保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡といった不
慮の事故が発生すると、障害基礎年金、遺族基礎年金
を受けられない場合があります。

◎詳細は日本年金機構のホームページを
確認するか、お問い合わせください。

  
国民年金保険料国民年金保険料

　  　  免除・納付猶予制度免除・納付猶予制度をご存じですか？をご存じですか？

　①全額免除・一部免除制度
　　　「本人」・「世帯主」・「配偶者」の前年所得が一定以下の場合は、申請により保険料が全額免除または一部免除
　　　（１／４免除・半額免除・３／４免除）になります。
　②納付猶予制度
　　　50 歳未満の方で「本人」・「配偶者」の前年所得が一定以下の場合は、申請により保険料の納付が猶予されます。
　③学生納付特例制度
　　　学生の方で「本人」の前年所得が一定以下の場合は、申請により保険料の納付が猶予されます。

  保険年金課 ( 内線 142)　笠間支所保険福祉課 ( 内線 72135)　岩間支所保険福祉課 ( 内線 73182)  保険年金課 ( 内線 142)　笠間支所保険福祉課 ( 内線 72135)　岩間支所保険福祉課 ( 内線 73182)

【注意事項】
・申請時点の２年１か月前の月分まで申請できます。ただし、
申請期間に対応する前年所得に基づき審査を行い、申請が
承認されない場合があります。

・「一部免除」の期間は、保険料を納付しないと、未納期間
と同じ扱いになります。

・将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除などを
受けた期間の保険料は、10 年以内であれば遡って納める
こと（追納）ができます。ただし、3 年度目以降の分を追
納するときは、当時の保険料に加算額がつきます。

【申請に必要なもの】
　年金番号のわかるもの、本人確認ができるもの、委任状（本
人または世帯主以外が申請する場合）
※失業などにより免除を希望する場合は、雇用保険被保険者

離職票などの写しをご用意ください。

 情報公開・個人情報保護制度の運用状況について
　情報公開・個人情報保護制度は、個人の知る権利を尊重し個人の権利利益の保護を図るために、市が保有する情報の公開
を請求する権利、個人情報の開示などを請求する権利を明らかにするものです。

●運用状況（令和６年４月１日～令和７年３月 31 日）
１．情報公開制度 ２．個人情報保護制度

情報公開条例に基づく公文書の公開の
請求に対する公開及び部分公開 45 件

条例に基づく審議会等の会議の公開 53 件

個人情報の保護に関する法律に基づく
開示の請求に対する開示 21 件

訂正・削除・利用中止請求 0 件

※市長交際費・議長交際費は、市のホーム
　ページで公開しています。

  総務課（内線 206）  総務課（内線 206）

マイナポータルから
確認・手続きができます
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【キッズスクール無料体験教室受付中】

笠間市笠間1712－7
TEL  0296-70-1551

入会金100％OFF +指定用品70％OFF

～入会特典～

ここがポイント！
☆3歳～通える習い事

☆褒める認める指導

☆できた！！をサポート

参加費 無料
詳細はこちら

スイミング 基礎ダンス 体育 バレエ(小学生)

月～土 金・土 月・水 木

※体験をしなくても同様の特典でご入会頂けます。

全ページに広告バナー固定表示
パソコンでもスマホでも見られる

（縦70ピクセル×横200ピクセル）

月約30万アクセス 詳細はこちら掲載料金 

【問い合わせ】笠間市役所 秘書課 TEL.0296-77-1101

掲載募集中
笠間市公式ホームページ「バナー広告」

20,950円／月

接種を忘れやすい定期予防接種
対象年齢（時期） 通知時期等

麻しん・風しん（MR）
第２期 小学校入学前の１年間（年長児の期間） 赤ちゃん訪問時

日本脳炎第２期
９歳以上 13歳未満
※平成19年４月１日生まれまでの方は、20歳の誕生日前
日まで、　定期接種（４回）のうち不足回数を接種可能

小学４年生

二種混合（DT） 11歳以上 13歳未満 小学６年生
ヒトパピローマウイルス
（HPV）感染症

小学６年生から高校１年生相当の女子
※高校１年生は年度末日（令和８年３月 31日）まで 小学６年生

高齢者肺炎球菌 接種日当日に 65 歳の方 誕生日の前月に通知

条件付きで接種が可能となった定期予防接種
対象者 終了時期

ヒトパピローマウイルス（HPV）
感染症キャッチアップ接種

平成９～20年度生まれの女性で、令和４年４月１日
～令和７年３月31日の間に１回以上接種した方 令和８年３月 31日

  予防接種はお済みですか予防接種はお済みですか
　予防接種は、その病気にかからないようにすることや重症化の予防、病気のまん延防止を目的としています。
　定期予防接種は、ワクチンごとに決められた接種期間があります。今年は、麻しんや百日咳の感染者数が例年と比べて
多く報告されていますので、ワクチン接種で病気を防ぎましょう。

  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

 第十二回特別弔慰金のお知らせ
〇支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和 7 年 4 月 1 日時点
で「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等
援護法による遺族年金」などの受給権を有する方（戦没者
等の妻や父母等）がいない場合、次の順番による先順位の
ご遺族お一人に支給します。
順位 対象者

1 弔慰金受給権者
2 子

3
戦没者等の死亡当時、戦没者等と生計を共にしており、
令和 7 年 4 月 1 日現在、氏を変える婚姻または遺族以外
の者と養子縁組をしていない

（1）父母　（2）孫　（3）祖父母　（4）兄弟姉妹

4 上記 3 に必要な要件を満たしていない
（1）父母　（2）孫　（3）祖父母　（4）兄弟姉妹

5
戦没者等の死亡時まで引き続き 1 年以上生計を共にして
いた三親等内親族で

（1）戦没者等の葬祭を行った者
（2）戦没者等の葬祭を行っていない者

※子については、戦没者等の死亡当時の胎児も含まれます。
※戦没者死亡後に出生した兄弟姉妹・孫・三親等内親族は、
　該当になりません。

〇支給内容
額面 27.5 万円（5 年償還の記名国債）

○特別弔慰金の請求について
請求に関わる書類は、社会福祉課および各支所保険福祉課
窓口でお渡しします。
請求の際、戸籍書類などが必要となります。

〇請求期間
令和 10 年 3 月 31 日まで

（請求期間を過ぎると受給権が消滅します）

請求　　   友部地区：社会福祉課　　  （内線 157）  友部地区：社会福祉課　　  （内線 157）
　　　　　　　　　　笠間地区：笠間地区：笠間支所保険福祉課笠間支所保険福祉課（内線 72-134）（内線 72-134）
　　　　　　　　　　岩間地区：岩間地区：岩間支所保険福祉課岩間支所保険福祉課（内線 73-171）（内線 73-171）

詳しくは下の二次元コード
からご確認ください

子どもの予防接種

大人の予防接種
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エコフロンティアかさま監視委員会　エコフロンティアかさま監視委員会　実施日：４月24日

〇令和６年環境モニタリング結果（大気・騒音・振動・悪臭・水質・土壌など）および令和７年１月から３月における施設モニタリング、
浸出水の放流について、事業団から説明を受けました。
環境モニタリング

【大気】
　周辺大気環境の四季調査では、笠間東公園、地域交流センター
高田、上市原地区の３か所で測定した結果、二酸化硫黄、浮遊粒
子状物質、ダイオキシン類などは、環境基準を下回っていました。
【騒音】
　環境騒音については、冬季の夜間および夏季に環境基準値を上回
りましたが、夏季については昆虫の鳴き声が原因と考えられます。
【水質】
　場内モニタリング井戸の調査では、４か所中３か所が全ての項
目で環境基準を下回っていました。１か所では開業前からヒ素が
環境基準を上回っていますが、地質の影響による自然由来のもの
で、近年は環境基準値付近で横ばいとなっています。
最終処分場の地下水・放流水については、全ての項目で環境基準
又は協定値を下回っていました。

第 2日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

 ８月 10 日（日）

　 午前９時～午後３時

問  地域交流センターいわま「あたご」

 根
ね

本
もと

（TEL.090-3009-7883）

友部駅前フリーマーケット
第 4日曜日

 ８月 24 日（日）午前９時～午後１時

問  地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

 柏
かしわ

崎
ざき

（TEL.090-1880-6317）

 市民が利用できる乗合タクシー「デマンドタクシーかさま」
　　　新デザインで運行中！

　笠間市に住む方なら、誰でも利用できる乗合タクシーです。
　利用を希望される方は、WEB もしくは電話で予約してください。
利 用 者 笠間市にお住まいの方

※１人で乗降可能な方が対象、年齢制限なし
運 行 日 月～土曜日（日曜日、祝日、お盆、年末年始は運休）
運行区域 笠間市全域　※一部乗り換えあり
運行時間 午前８時 15分～午後５時　※午前８時 15分～午前８時 30分は要前日予約
利用料金 基本料金　400円

小学生・障害者手帳をお持ちの方　200円
未就学児　無料
※料金は乗車券払いです。乗り換え時は無料。
※障害者は、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方です。登録時に手帳の
　写しが必要です。
※介助が必要であると登録した方は、原則として１人での利用はできません。

  デマンドタクシーかさま 予約センター　TEL.0296-70-9000  デマンドタクシーかさま 予約センター　TEL.0296-70-9000
   商工課（内線 511）   商工課（内線 511）

【利用方法】
１．Web または紙で事前に利用登録
２．市役所販売店等で乗車券の購入
３．乗りたい時刻の 30 分前までに WEB または電話予約
４．乗車場所で予約時間に待機

詳しくはこちら

 資源循環課（内線128） 資源循環課（内線128）

●監視項目が多岐にわたるため一部を掲載していますが、その他
全般的に環境基準などの目標値を満たしていました。

施設モニタリング、浸出水の放流
【最終処分場】
・令和７年１月から３月に埋立処理した廃棄物は、17,979tでし
た。
・放流水（処理水）については、全ての項目で放流基準値を下
回っていました。
・場内４か所の観測井戸のうち、環境基準項目では１か所でヒ素
が、水道水質基準項目では３か所で総鉄や総マンガンが基準値
を超過していましたが、過去と比較して大きな変動はありませ
んでした（飲用には供していません）。

【エコフロンティアかさま監視委員会の在り方について】
　エコフロンティアかさま監視委員会の在り方について検討・協
議した結果、現在の委員の参画状況などを踏まえ、当面の間、委
員会の開催は見送ることとしました。
　なお、今後もエコフロンティアかさまの運営に伴う市民生活お
よび環境への影響や適正な施設管理の状況について、引き続き各
種モニタリング調査結果などをしっかりと確認するとともに、広
報紙やホームページを通じて市民の皆さんに公表していきます。
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 資源循環課（内線 129）　笠間支所地域課（内線 72115）　岩間支所地域課（内線 73115） 資源循環課（内線 129）　笠間支所地域課（内線 72115）　岩間支所地域課（内線 73115）

　皆さんは、家族で使い終わったサラダ油やオリーブオイルなどの「廃食用油」をどのように処分
していますか？
　現状では、多くがごみとして廃棄されているといわれています。
　市では家庭系廃食用油の回収を行い、令和６年８月には持続可能な循環型社会の実現に向けて、
家庭系廃食用油の回収量を拡大するための連携協定を締結しました。ＥＮＥＯＳ株式会社と株式会
社吉川油脂との協働により、家庭から排出される廃食用油の回収を強化し、国産ＳＡＦ（持続可能
な航空燃料）の製造に向けた新たなリサイクル促進を目指しています。

　市では、より多くの廃食用油を回収するため、市民の皆さんが利用しやすい場所に、間伐材を利用した木製回収ＢＯＸ
を設置しています。

【設置場所】

　・笠間市役所 本所
　・笠間市役所 笠間支所
　・市民センターいわま
　・地域交流センターともべ（Tomoa）
　・地域交流センターいわま（あたご）
　・かさまこども園
　・いなだこども園
　※各施設の開所時間帯のみ回収しています。
　※こども園は、園児の保護者など関係者のみの利用となります。

【ＰＲキャンペーン】

　回収ＢＯＸの設置にあわせて、廃食用油の専用回収容器「リターナブルボトル」を数量限定で無料配布するキャンペーン
も行っています。
※これまでのとおり、ペットボトルなどの容器でも回収していますので、ご協力をお願いします。

家庭系廃食用油の回収にご協力をお願いします！

廃食用油の回収BOXを設置しました！

廃食用油回収 BOX リターナブルボトル

回収できる
油について

詳しくはこちら
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このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
○ S

サステナ

ustaina には、「持続可能な～」という意味を込めています。

詳しくはこちら

／ 環境推進部公式 SNS をチェック！／

Instagram Facebook

広報かさま 2025 年７月号　Sustaina KASAMA

https://www.instagram.com/kasamakankyo/
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page015696.html
https://www.facebook.com/profile.php?id=100091969756313
https://www.city.kasama.lg.jp/page/page006459.html


　皆さんこんにちは！一般社団法人笠間スポーツコミッションです。
　今回は、９月に開催する「BMX Challenge Games KASAMA」を紹介します。
　この大会は、「ＢＭＸを始めるなら笠間で」をコンセプトに、ＢＭＸ初心者から上級者まで参加できる大会として、
令和４年度から開催しています。
　部門は、ＢＭＸの経験年数によって「ビギナークラス」「ミドルクラス」「エキスパートクラス」に分かれており、
ストリートコースやパークコースを使った熱い競技が繰り広げられます。
　観覧は無料！当日はキッチンカーも出店します。迫力あるＢＭＸの技を、ぜひ見に来てください。

「BMX Challenge Games KASAMA2025」を開催します。

【日時】９月21日（日）午前９時30分開会
【会場】ムラサキパークかさま（笠間市笠間2345　笠間芸術の森公園内）
　ＢＭＸの迫力ある技を間近で見られる大会です。経験者はもちろん、ＢＭＸが初
めての方も楽しめます。
　大会の概要や参加申込方法などは、ホームページ（右の二次元コード）で随時更
新していきます。大会へのご参加お待ちしています！

〇今後開催予定のイベント
９月　　BMX Challenge Games KASAMA2025
10月　　第４回茨城県知事杯スケートボード大会
　　　　BREAKIN' BATTLE KASAMA-舞

ぶ と う え ん

闘炎-Vol.03
11月　　武道ツーリズム
12月　　第20回かさま陶芸の里ハーフマラソン大会

これからも、スポーツに関するさまざまな事業に取り組んでいきますので、皆さんぜひご来場ください。
最新の情報は、ホームページや公式Ｘをご覧ください！

昨年の大会当日の様子は
ここからチェック！ ／／
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 一般社団法人　笠間スポーツコミッション　TEL.080-6464-1424 一般社団法人　笠間スポーツコミッション　TEL.080-6464-1424

笠間スポーツコミッション
ホームページ

笠間スポーツコミッション Ｘ

「BMX Challenge Games KASAMA2025」
大会ホームページ

BMX 大会 2024
動画ページ
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かさま
TEL.0296-72-5046
X（旧ツイッター） @kasama_klib

ともべ
TEL.0296-78-1200
X（旧ツイッター） @tomobe_klib

いわま
TEL.0299-45-2082
X（旧ツイッター）  @iwama_klib

いわま

ともべ

各館の行事予定

かさま

７月の
休館日

７日（月）・14日（月）・22日（火）・28日（月）　全館
30日（水）友部、31日（木）笠間・岩間

８月の
休館日

４日（月）・12日（火）・18日（月）・25日（月）　全館
27日（水）友部、28日（木）笠間・岩間

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
８月７ 日（木）、８月21日（木）

◆ギャラリー
８月５ 日（火）～８月17日（日）

「戦争と平和展」友部平和の会
８月19日（火）～８月31日（日）

「写真展示」茨城自然写真の会
◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）

８月１ 日（金）、８月15日（金）
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）

８月３ 日（日）＜笠間語り部の会＞
８月10日（日）＜アイアイ＞
８月17日（日）＜はぁとｔｏはぁと＞
８月24日（日）＜ハッピー＞

◆ギャラリー
８月１日（金）～８月26日（火）

「貝がらアート展」　大成学園いなだこども園

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
８月７ 日（木）
＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
８月９ 日（土）＜めだかクラブ＞
８月16日（土）＜朗読の会 ハッピーまろん＞
８月23日（土）＜めだかクラブ＞

１．読書感想画の部
本を読んで感じた思いや印象を、絵で表現してくださ
い。
マンガなどは対象になりません。
　・画材は自由
　・用紙の大きさは４つ切（38ｃｍ× 54ｃｍ）

２．手作り絵本の部
世界で一冊の手づくり絵本を作ってご応募ください。
・用紙サイズ・枚数・画材は自由です。
・製本は簡単なものでかまいません。

読書感想文課題図書の貸出について
　第53回茨城新聞小学生読書感想文コンクール、第71回青
少年読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出を行って
います。右記の期間中は、貸出・予約に制限があります。

【応募対象】　３歳～中学生
【募集期間】　７月 11 日（金）～９月 10 日（水）
【応 募 先】　友部図書館窓口
【応募方法】　友部図書館にある応募用紙に必要事項を記

入のうえ、作品と一緒に提出してください。
＊応募用紙は笠間市立図書館のホーム

ページ（右の二次元コード）からも
ダウンロードできます。

　https://lib.city.kasama.ibaraki.jp/

【期 間】　７月１日（火）～８月 24 日（日）
【予約・貸出】　一人２冊まで
【貸 出 期 間】　一週間

友部図書館 「第25回子ども読書フェスティバル」作品募集
読書フェスティバルの展示作品を募集します。応募作品は、友部図書館ギャラリーに展示します。
応募者全員に参加賞があります。皆さんからのご応募をお待ちしています。

★フェスティバルの日程
◎作 品 展 示   10月15日（水）～10月26日（日） 最終日は午前11時まで　会場：友部図書館ギャラリー
◎おはなし会   10月26日（日）　午前10時～11時　会場：友部図書館　２階　視聴覚室

ボランティアによる読み聞かせやペープサートなど

★お盆期間中の開館時間のお知らせ
８月13日（水）～17日（日）の開館時間は午前９時～午後５時になります。
※８月12日（火）は休館

主催：子ども読書フェスティバル実行委員会・友部図書館　主催：子ども読書フェスティバル実行委員会・友部図書館　  友部図書館　TEL.0296-78-1200 友部図書館　TEL.0296-78-1200

応募用紙などはこちら
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Ｉ
：
こ
ん
に
ち
は
。
笠
間
は
初
め
て
で
す
か
。

Ｆ
：
は
い
、
初
め
て
で
す
。
笠
間
で
桜
が
見
た
く
て
来
ま

し
た
。

Ｉ
：
桜
は
ま
だ
開
花
し
て
い
な
い
の
で
、
梅
の
花
の
盆
栽

を
鑑
賞
で
き
る
ご
家
庭
の
庭
と
、
梅
の
花
が
満
開
の

月げ
っ
そ
う
じ

崇
寺
を
ご
案
内
し
ま
す
。
今
日
は
月
崇
寺
で
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
、
梅
の
花
と
音
楽
で
、
日
本
の
春
を
感
じ
ら
れ
る

と
良
い
で
す
ね
。

　
　
（
当
日
は
３
月
23
日
で
、
桜
の
開
花
前
で
し
た
）

Ｆ
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
盆
栽
は
ず
っ
と
前
か
ら

見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
：
盆
栽
を
知
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

Ｆ
：
は
い
、
イ
ン
ド
に
い
た
と
き
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
漫

画
で
読
み
ま
し
た
。
登
場
人
物
の
隣
の
家
の
お
じ
い

さ
ん
の
趣
味
が
盆
栽
で
、
日
本
で
は
不
思
議
な
植
物

の
育
て
方
を
す
る
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
院

で
は
日
本
建
築
の
研
究
を
し
て
い
る
の
で
、
日
本
建

築
と
盆
栽
の
飾
り
方
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

盆
栽
を
見
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

Ｉ
：
梅
の
ほ
か
に
も
松
や
新
緑
の
も
み
じ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
説
明
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

Ｆ
：
盆
栽
の
世
界
に
感
激
し
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

Ｉ
：
月
崇
寺
の
梅
の
花
は
ど
う
で
す
か
。

Ｆ
：
木
の
幹
の
古
さ
に
風
合
い
が
あ
り
、
満
開
の
梅
の
花

が
優
雅
で
、
と
て
も
良
い
香
り
で
す
。

Ｉ
：
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
洋
楽
器

で
し
た
。
曲
目
は
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
多
く
、
楽

し
め
ま
し
た
ね
。

Ｆ
：
は
い
、私
の
知
っ
て
い
る
日
本
の
曲
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｉ
：
そ
れ
は
、
坂さ
か

本も
と 

九き
ゅ
う

さ
ん
の
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

で
す
ね
。

Ｆ
：
イ
ン
ド
で
も
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
良
い

曲
で
す
。

―
―
コ
ン
サ
ー
ト
後
、
笠
間
工
芸
の
丘
で
開
催
さ
れ
て
い

た
ク
ラ
フ
ト
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
会
場
へ
―
―
―

Ｆ
：
こ
こ
で
は
お
土
産
が
買
え
ま
す
ね
。
着
物
の
布
を

使
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
素
敵
で
す
。

Ｉ
：
帰
国
は
ず
っ
と
先
で
す
か
ら
、
そ
の
前
に
ぜ
ひ
何
回

も
笠
間
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

Ｆ
：
は
い
、
ま
た
す
ぐ
来
ま
す
。
今
度
は
笠
間
稲
荷
神
社

を
ゆ
っ
く
り
見
た
い
で
す
。　

Ｉ
：
次
回
ま
た
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
。
今
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笠間市に観光に訪れた外国人と
お顔を拝見してお話をしてみました

笠間市に観光に訪れた外国人に登場してもらい、訪れたところ、
笠間市の地域の人との交流、ランチやカフェで食べた笠間のおす
すめ料理、お土産のこと、将来行ってみたい観光地などを語って
もらいます。

ボース デヴィコンナ さん

出身地：インド　ベンガル州　ゴルカタ
現住所または宿泊地：つくば市
観光したところ：盆栽庭園、

月崇寺（ファゴットとピアノのコンサート）、
笠間工芸の丘（クラフトギャザリング）

Ｉは国際交流協会の聞き手
Ｆは外国人の声です。
では、さっそく始めましょう。

  一般社団法人 笠間市国際交流協会一般社団法人 笠間市国際交流協会　　木木
き

村村
むら

  美美
み

枝枝
え

子子
こ

　TEL.090-2761-8711　TEL.090-2761-8711
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　重要文化財笠間稲荷神社本殿の保存修理工事が３月に
竣工し、稲荷大神様が仮殿から本殿に還られました。
　今回の保存修理工事は令和４年 11 月に始まり、江戸
時代に遡るとみられる本

ほんがわらがたどうばんぶき

瓦形銅板葺を解体し、本殿屋根
を全面的に修復。笠間稲荷神社創建の日とされる４月９
日には本殿保存修理工事竣工奉祝祭が行われ、大勢の参
列者とともに竣工を祝いました。

笠間稲荷神社本殿保存修理
工事が竣工

保存修理工事が完了した笠間稲荷神社本殿

　「（仮称）ホテルルートイン笠間」が市内に新築されます。
　新築工事の安全を祈願する起工式がホテル新築敷地と
なる旭町で行われました。
　ルートインジャパン（株）の小

お

名
な

木
ぎ

専務取締役は「全
国で 357 施設を営業しており、笠間市とのご縁をいただ
き新築する同ホテルでは、まず地域経済の活性化に貢献
し、そして、ホテルのお客様だけでなく、取引業者はじ
めホテルの運営に関わる全ての人々が元気になれるホテ
ルを目指します」と挨拶しました。

新たなホテルが笠間に

4/18

起工式の様子
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　市内小・中・義務教育学校で「第 24 回全国こども陶
芸展 in かさま」に出品するための陶芸教室を開催しま
した。市内陶芸家を講師に迎え、子どもたちは自由な発
想をかたちにしようと作品づくりを楽しみました。
　児童生徒たちが制作した作品は、７月 19 日から茨城
県陶芸美術館で開催する「第 24 回全国こども陶芸展 in
かさま」で展示されますので、ぜひご覧ください。

市内小・中・義務教育学校で
陶芸教室を開催

北川根小学校での陶芸教室のようす

　大原小学校と茨城大学の学生サークル「コロンブスの
卵の会」が連携協定を締結しました。
　小学校と大学の学生サークルが連携協定を締結するの
は全国初！教員志望の大学生が週１回同校を訪れ、授業
や学校行事で教員をサポートしながら、児童と大学生が
ともに学び合う新たな取り組みです。
　大学生の皆さん、よろしくお願いします。

全国初！ 大原小学校と教員志望の
大学生サークルが連携協定締結

4/23

5/7

コロンブスの卵の会、学校関係者の皆さん
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　道の駅かさまが、県内で２番目の「防災道の駅」に選
定されました。
　防災道の駅は、広域的な防災拠点として国土交通省が
認定しているもので、さまざまな災害時に大きな役割を
果たすとして注目されています。
　令和３年に初選定された 39 駅に、今回「道の駅かさま」
を含む 40 駅が追加選定され、全国で合計 79 駅となりま
した。

　小
お

野
の

町
まち

と笠間市は、江戸時代中期に小野町の一部が笠
間藩の分領であったことから歴史的なつながりがあり、
現在でも密接な交流を続けています。
　小野町では、農業における耕作放棄地の拡大が課題と
なっていることから、その解決の第一歩として、栗の
栽培を始めるために笠間市から栗苗木 15 本（全３品種）
を寄贈しました。

　市では、令和元年度から毎年「笠間市消費生活マイス
ター」の養成講座（消費者大学）を開講し、地域や職域
における安全・安心を見守るサポーターの育成に取り組
んでいます。
　５月の消費者月間に合わせて、「笠間市消費生活マイ
スター登録証交付式」が開催され、受講者の皆さんに登
録証が交付されました。
　新マイスターの皆さん、よろしくお願いします。

　笠間市シルバーリハビリ体操指導士会の皆さんに茨城
県知事から感謝状が贈呈されたことを、受賞者の皆さん
が山口市長に報告しました。
　10 年以上シルバーリハビリ体操指導士として地域の
健康づくりに貢献したことが評価され、笠間市では８名
に感謝状が贈呈されました。また、６名が奨励賞を受賞
しました。
　受賞した皆さん、おめでとうございます。

道の駅かさまが
「防災道の駅」に選定

福島県小野町へ栗苗木を寄贈！

地域を見守る「消費生活マイスター」
新たに 11 名が登録

地域の健康づくりに貢献

5/145/19

5/23 5/16

道の駅かさま（左から）小野町 村
むら

上
かみ

 昭
てる

正
まさ

町長、笠間市 礒
いそ

山
やま

産業経済部長

笠間市シルバーリハビリ体操指導士会の皆さん 消費生活マイスターに登録された皆さん
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　笠間市地域交流センターの委嘱状交付式が笠間公民館
で行われました。
　笠間地区にある 12 箇所の地域交流センターのセン
ター長、副センター長 24 名が新たに委嘱され、代表と
して地域交流センター大橋の加

か

藤
とう

 正
ただ

史
し

さんに市長から
委嘱状が手渡されました。
　また、永年にわたり、地域交流センター福原の役員に
従事された青

あお

木
き

 一
いち

郎
ろう

さんに感謝状が授与されました。

地域交流センター委嘱状交付式

新たに委嘱された皆さん

　令和７年第２回笠間市議会定例会で、井
いの

上
うえ

 英
ひで

基
き

さん
を教育委員に任命する議案が議会の同意を得られ、６月
24 日付で就任しました。
　教育委員は、教育長と教育委員の構成による合議制の
執行機関です。主に、学校や教育機関の設置・管理、学
校教育、社会教育、スポーツ、文化財など、教育に関す
る事務を管理執行しています。
　任期は令和 11 年６月 23 日までの４年間です。よろし
くお願いします。

新たな教育委員が任命
されました

　かさま応援大使を平成 24 年から務める大
おお

島
しま

 花
はな

子
こ

さん
が、「第 44 回 笠間の陶

ひ ま つ り

炎祭」で笠間市合併 20 周年を記
念したコンサートを行いました。
　大島さんのお父さんである坂

さか

本
もと

 九
きゅう

さんの名曲「上を
向いて歩こう」や「幸せなら手をたたこう」なども披露。
馴染みのある歌をお客さんも口ずさみながら、また、歌
詞を手話にして一緒に行うなど、会場は和やかで温かい
雰囲気に包まれました。
　すてきなコンサートをありがとうございました。

坂本 九ファミリーの
大島 花子さんがコンサート

　令和６年度下水道の日「下水道いろいろコンクール」
作文部門（小学校高学年の部）で入選した住

すみ

谷
や

 結
ゆい

斗
と

さ
ん（岩間第一小学校）が市長を表敬訪問しました。
　住谷さんの作文は、全国 133 点の応募の中から選ばれま
した。市長から、下水道に興味を持った理由について質問
された住谷さんは、「見えないところでさまざまな役割を
果たす下水道に関心を持ちました」と話していました。
　受賞おめでとうございます。

下水道の日『下水道いろいろ
コンクール』で入選

住谷さん

井上さん

5/7

6/24

大島さん

22

注目の笠
かさまびと

間人を
紹介します

4/22

4/29
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　市が加盟している筑波山地域ジオパーク推進協議会では、地域振興の一環としてジオパークをイメージできる商品を募
集しています。現在、47 品目の商品がジオブランドとして認定されており、審査により認定となった商品には、パッケー
ジなどでジオブランドロゴマークを使用してもらい、協議会ホームページやＳＮＳ、イベントなどで広くＰＲし、認知度
向上を図っています。
　地域からジオパークを盛り上げていきましょう！ご応募お待ちしています。

申込方法：認定商品募集ページ（右の二次元コード）から申請書を
ダウンロードし、必要事項を記載のうえ、ご応募ください。

申込期限：7月 31日（木）
 ・   ：筑波山地域ジオパーク推進協議会

　　　　　地域振興部会事務局（桜川市 経済部 商工観光課）
TEL.0296-55-1159　メール syoukou_s@city.sakuragawa.lg.jp

 筑波山地域ジオブランド認定商品を募集中 !! 

募集について
詳しくはこちら

現在の認定商品
一覧はこちら

▲いわまの栗菓子「ぎゅ」
（株式会社 小田喜商店） ▲ココムギ

　（森の石窯パン屋さん）

手造り Y
ゆず
ou2”美

みそ
祖

▲

（有限会社 鶴屋） ▲大粒栗のほくほくカレー
　（笠間の焼栗 愛樹マロン）

▲森パンドッグ
　（森の石窯パン屋さん）

市内のジオブランド認定商品をご紹介します！

　日本藝術院会員で日本を代表する郷土の彫刻家であ
る能

のうじま

島 征
せ い じ

二さん制作の銅像「希
き ぼ う

望の灯
あかり

」が笠間市役
所（本所）入口ロビーに設置され、6 月 16 日に除幕
式を行いました。
　躍動的で未来への希望や力強いメッセージが込めら
れた記念銅像です。市役所にお越しの際は、ぜひご覧
ください。

合併20周年記念銅像を
設置しました

23

（左から）笠間市議会 畑
はたおか

岡 洋
よ う じ

二議長、山口市長、
記念銅像「希望の灯」、能島さん、

合併 20 周年ロゴを制作した県立笠間高等学校 榎
えのもと

本 羽
は な

那さん

笠間市合併20周年記念事業
について紹介しています。
こちらをチェック！

合併 20 周年記念銅像設置・筑波山地域ジオブランド認定商品募集　広報かさま 2025 年７月号

https://www.city.kasama.lg.jp/page/dir016224.html
https://www.tsukuba-geopark.jp/play/geobrand/page001171.html
https://www.tsukuba-geopark.jp/play/geobrand/page001172.html
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人口と世帯数
常住人口６. １現在
（　）内は前月比較

●人　口：70,415人（－31人）

　　　男：34,593人（－37人）

　　　女：35,822人（＋  6人）

●世帯数：30,347世帯（＋63帯）

●５月の出生者：21人

●５月の死亡者：81人

https://www.city.kasama.lg.jp/
https://tougei.ibarakinews.jp/
https://machiiro.town/
https://www.ibaraki-ebooks.jp/?page_id=13901

